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第２号 令和８年８月１７日（月）発行

『学級経営・授業づくり編』 『特別支援教育編』

10月23日（木）の特別支援教育の自主学習会をもちま

して、今年度予定していた「なす会」をすべて終えることが

できました。今年度は総勢１５７名（特別支援教育１１４名、

学級経営・授業づくり２４名、生徒指導力向上１９名）の先

生方に参加していただきました。来年度も先生方の期待

に応えられるよう企画したいと思います。
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グループ協議の様子

今回の授業では、本

物の道具や生き物など

に触れながら学べる機

会でした。教職員だけで

は準備が不可能なこと

も地域の人・物・コトを

生かすことで「本物」の

授業が実現できました。

①生徒のワークシートの投影 ②複数投影する様子
③味付け海苔体験の様子

●年度初めに通学路の立しょうに教職員は立たな
い ようにした。毎日地域ボランティアの方が
立ってくださっており、教職員は学校内で子供
たちを迎える体制で共通理解をした。

●グループウェア（teams等）を使って職員間で
の情報共有すべきことや会議資料の配布を行っ
てる。ペーパーレス化や印刷軽減。職員もシステ
ムに慣れ、授業での活用場面が増えた。

●年度初めや学期末に４校時下校とする。午後から
の時間を会議や学級事務等の時間に使えた。

●昼休み時間を勤務時間とし、子供たちが下校後、
に職員の昼休みを45分設定している。

●金曜日を定時退勤に設定している。退勤時間の
２０分前にはパソコンを閉じ、「ホッとタイム」とし
て教員同士で懇談する時間を設けた。

講演の様子

【お知らせ】
東部教育事務所の移転日が１０月１４日（火）に

なる予定です。移転作業のため、その前後で支援依
頼等をご遠慮させていただく場合があります。ご了
承ください。

【クラウドを活用したICT活用】
Microsoftでは「Teams」chromebookでは
「classroom」で クラウド上での課題のやり取りや共
同編集が可能です。
〇ワークシートはカラーで配布されるため、図や表な
ど見やすい。
〇教師は生徒の取り組み状況や理解度、記述内
容をリアルタイムで把握やすい。授業でどの生徒
の考えを使うかなど計画立てることができる。
〇生徒は家庭でも授業でも端末活用の必要感があ
る（教科書やノートのように準備しないといけない）
※生徒がもし端末を忘れたり、充電が切れてしまっ
ても、ワークシートの内容は教師は把握できる。
（「宿題したけど忘れました・・・」がなくなる）
〇授業後は授業の内容や板書等をTeamsの共有
フォルダに保存するので、復習や欠席した場合の
補充もしやすくなる。

「生徒指導力向上研修会」実施

生徒指導提要（令和４年改訂版）を活用ください
他の記事を掲載しています。

他の記事を掲載しています。

●実践事例② 【ドリル学習の実施】

東原庠舎西渓校では、児童生徒が端末を持ち帰り、教師

が配信したドリルを家庭で行っています。

子ども達は即時に正誤答が分かり、やり直しもできます。

教師も取り組み状況が瞬時に把握でき、理解度が把握で

きるため、授業の準備や個別支援等にも生かすことができ

ます。丸つけ時間の短縮にもつながっています。

〈多久市で採用されているドリル教材の画面の様子〉

東部教育事務所の自主学習会「な

す会」について、今年度も多くの先生

方に参加していただきました。ありがと

うございました。

より現場のニーズに応じた学習会

の実施ができるよう、先生方の意見や

要望を調査し、次年度に向けての計

画を立てていきたいと考えています。

なす会への参加経験の有無に関わら

ず、先生方なら誰でも回答可能で

す。ぜひ多数のご意見をよろしくお願

いします。下記のQRコードでアンケー

トを実施しています。

自主学習会「なす会」開催

来庁の際は駐車券を
必ずご持参ください

先生方の働き方についても、クラウド環境を活用した
運用が求められています。
【クラウド環境を活用した校務DXを積極的に推進して
いる学校】 5.5％（R5）→100％（R8）

【教職員の働き方改革にも資するロケーションフリーで
の校務処理を行っている自治体の割合】

現時点未調査→100％（R11）

第２期GIGAスクール構想に基づき、多くの学校で学
習用端末の入れ替えが順次実施されています。それ
により、これまで以上に安定したネット環境のもとで端
末を活用した授業づくりが可能となります。その効果を
十分に生かすためには、日常的かつ計画的に端末を
活用することが求められます。
文部科学省は、これからの社会を生きる児童生徒
にとって必要不可欠な資質・能力の一つとして「情報
活用能力」を位置付けています。単発的な端末活用
ではなく、各教科の学びと関連付けながら、情報の収
集・整理・分析・表現といった活動を意図的に仕組ん
でいく必要があります。

文部科学省は、下記のように児童生徒が日常的に
端末を使って学ぶKPI（重要業績評価指標）を示して
います。下記のような項目で到達目標となる数値が示
されています。
【児童生徒が端末を週３回以上活用する。】
①調べる場面

小：70.1％（R５）→100％（R8）
中：64.9％（R5）→100％（R8）

②発表・表現する場面
小：40.0％（R5）→80％（R8）
中：44.4％（R5）→80％（R8）

③教職員とやりとりする場面
小：53.3％（R5）→80％（Ｒ8）
中：49.4％（R5）→80％（R8）

④児童生徒同士でやりとりする場面
小：40.4％（R5）→80％（R8）
中：34.1％（R5）→80％（R8）

【キーボードによる日本語入力スキルの向上】（文字／分）
小：15.8字（R4）→40字（R8）
中：23.0字（R4）→60字（R8）

佐賀県教育員会では、
『将来を見据えた子どもたちの生きる力の育成』と
『教職員がいきいきと働ける環境づくり』を推進するた
め、『授業改善』と『業務改善』を両輪で進めていきま
す。

文部科学省 教育DXに係るKPIについて
「公立学校情報機器整備事業に係る
各種計画の策定要領」P14
（QRコード参照）

今年度も東部教育事務所主催の「なす会」を開催し
ています。
『学級経営・授業づくり編』は、今年度は道徳科の授
業づくりを中心に全４回を計画しました。道徳の授業
づくりの基本から学んだあと、フリートークで悩みを相
談するなど初任者から経験豊富な方まで交流しなが
ら学んでいます。毎回、すぐに使えるトピックをご用意
しています。
【参加者の感想（一部）】
◎道徳科の授業に不安をもっていたため参加しまし
た。基礎を学ぶことで、少し自信が付きました。授業
後すぐに児童が変わるのではなく、５年後・１０年後と
長い視点で児童の成長が感じられるための授業をし
たいと思いました。
◎短時間でガッツリ学べ
ました。資料もあるので見
直しもでき、嬉しかったで
す。道徳について基本的
な学び直しができて、あり
がたいです。

『特別支援教育編』では、テーマ毎に学び合ったあ
と、フリートークで日頃の悩みを語り合ったり、自立活
動の実践例を紹介し合ったりするなど、参加者同士
の交流も深まるようにしています。
【参加者の感想（一部）】
◎インクルーシブ教育や自立活動について知ることが
できました。また、特性が一人ひとり違うので個に合わ
せた支援を考えないといけないと思いました。情報交
換の際に参加された先生方にアドバイスを頂き、活か
していこうと思いました。
◎初めて参加しました。
第一印象は「来て良かっ
た！」です。今年初めて特
支担任になり、不安がない
わけではないですが、ワク
ワクでいっぱいです。いろい
ろなお話を聞けて、学ぶこ
とができました。

詳細は二次元コードから
ポスターをご覧ください。
参加を希望される方は、
各自でお申し込みください。
（特別支援教育編の開催分は終了しました。）

東部教育事務所来庁について

１０月１４日（火）にニュー寺元ビル２Fへ移転いたし

ました。建物入口は専門学校と同じです。

駐車場は前回の『Together（第５号）』で

お伝えしたとおりです。

（QRコードで確認できます。）

【佐城管内小学校】
〇ほとんどすべての学級で端末を活用した授業をさ
れていました。デジタルワークシートをグルーピング
機能を使って児童同士で共有。お互いの考えを比
較する対話活動を行いながら学習を深めました。特
別支援学級では、「手書き入力」「音声入力」「キー
ボード入力」を経験し、自分にあった方法を選択。
将来の自立に向けた学習を意図的に組まれていま
した。不登校児童へ授業や学級の様子をオンライ
ン配信。日常的な活用の様子が見られました。
〇

1人１台端末の活用の推進

6月9日（火）に「チームで取り組む生徒指導」をテー
マに研修会を開催したところ、小学校13名、中学校6
名の先生方に参加いただきました。「いじめ」の事例演
習では、時系列に沿った対応やリスクをグループで話
し合いました。「事案に対して、報告・相談・連絡・記
録、チーム学校としての対応、事後指導の大切さを
再認識しました。」「ダブルチェックの大切さを改めて
感じました。」などの感想が寄せられました。これから
も、子どもたちの安心・安全・笑顔のために、ぜひ各学
校で実践していただければと思います。

校務DXの推進

文部科学省 教育DXに係るKPIについて
「公立学校情報機器整備事業に係る
各種計画の策定要領」p.14 『特別支援教育編』の様子

『学級経営・授業づくり編』の様子

生徒指導提要とは、文部科学省が作成している生
徒指導に関する学校・教職員向けの基本書です。小
学校から高等学校までの生徒指導の考え方や実践
方法を体系的に示し、学校全体で共通理解のもとに
組織的な生徒指導を進めるための指針となっていま
す。令和４年の改訂版では、生徒指導を「社会の中
で自分らしく生きることができる存在へと成長する過
程を支える教育活動」と位置付け、問題行動への対
応だけでなく、すべての児童生徒の成長や発達を支
える「発達支持的生徒指導」を重視していくことが示さ
れています。
【内容構成】
第Ⅰ部（生徒指導の基本的な進め方）、 生徒指導
の意義、教育課程との関わり、チームとしての学校体
制、発達段階に応じた指導など。
第Ⅱ部（個別の課題に対する生徒指導）、 いじめ、
暴力行為、少年非行、児童虐待、不登校、自殺、イ
ンターネット・SNSに関わる問題など、現代の深刻な課
題に対する対応の基本方針や留意事項。

文部科学省のHPでは生徒指導提要
のデジタルテキストも公表されています。
目次からのリンクや、語句や索引からの
検索も可能となっています。

【今後の開催予定：9/4（金）】
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